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1画面表示

PTZ

画面自動切換え ON/OFF

手動録画 ON/OFF

（追尾カメラの手動操作は、別途専用コントローラーを使用）

強制的に録画をするため、ＨＤＤ消費量が上がります。使用後は必ず解除
して下さい（データの保存日数が大幅に短くなる場合があります）。

スクリーンショット
表示している映像を静止画として保存します。

本システム構成では使用しません。

自動でchの表示切替を開始、または停止を行います。
４ＣＨ機種 (1画面表示）、16ＣＨ機種 (１・４・８画面表示 )時のみ。

録画した映像は「イベント検索」内の「手動録画」ログから再生
することができます。

タスクバーの常に表示させる、または通常時隠しておくか
を選択できます。

選択したチャンネルの録画設定情報を表示します。

システムの情報を表示します。

録画の設定状況に関係なく、緊急録画の開始 /停止を行います。

映像を１画面で表示します。

アラーム出力 ON/OFF

操作メニューはタスクバーとポップアップメニューの２種類で表示されます（メニューの内容はほぼ同じです）。

映像の表示分割数を変更できます。クリックするごとに表示ＣＨが切替わります。 タスクバーに各種状態が表示されます。

システム終了
システムを終了します。

システムロック
パスワードでシステム操作に
制限をかけます。

設定
設定メニューに入ります。

AUDIO/消音 （音声出力には集音機器などの接続が必要です。）

（サービスマンモードです。通常は使用しません）

音声を出力するchを切替、またはOFFにします。
クリックするごとに「ＣＨ１」～「ＣＨ16」→「消音」→「ＣＨ１」～…の
順番で切り替わります。

検索
検索メニューが開きます。

４画面表示
映像を４画面で表示します。

現在の年月日と
時刻を表示。

HDDの使用状況を
パーセント表示。

16画面表示
映像を16画面で表示します。

９画面表示
映像を９画面で表示します。

機種により　 8画面表示の場合があります。 システムロック中に点灯します。

ネットワーククライアントのアク
セス中に点灯します。

画面自動切換えが作動中に点灯し
ます。

アラーム出力機能がＯＮ状態時に
点灯します。

アラーム出力中に点灯します。

モーションまたは外部センサー連
動による録画時に点灯します。

音声出力中のchの数字を表示しま
す。

タスクバーを常に表示

システム情報

ｃｈ情報

以下のメニューは、タスクバーとポップアップメニューの共通項目です。

画面の分割表示については、

【 映像の表示方法 】

アラーム出力機能をON/OFF します。

常時録画 手動録画 モーション録画

各CHの右上には録画状況のアイコンが表示されて
います。表示がないCHは録画されていません。
モーション録画は、指定したエリアに動きがあった場合に録画を
開始する機能です。(サービスマンによる事前登録が必要 )

R:ALL 99%

R:ALL 99%

設定
消音
検索
スクリーンショット
PTZ
画面自動切換えON
手動録画ON
アラーム出力OFF

ｃｈ情報
システム情報

システムロック
システム終了

タスクバーを常に表示

ポップアップメニュー
画面上でマウスを右クリック操作すると表示されます。

タスクバー
マウスカーソルを画面下へ

移動させると表示されます。

R:ALL 99%

【 システムの再起動 】

【 映像の検索 】

【 システムのログイン 】

ライブ映像を見る
基本画面/メニュー



映像の表示方法
画面の分割表示

かんたんに一画面表示

デジタルズーム機能

1
R:ALL 99%
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映像を１画面で表示します。
　  をクリックするたび、表示CHが切り替わります。

映像を 9画面で表示します。
　  をクリックするたび、表示CHが切り替わります。

映像を 4画面で表示します。
　  をクリックするたび、表示CHが切り替わります。

2
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映像を16画面で表示します。
　  をクリックするたび、選択CHが切り替わります。

※ 機種により、　　8画面表示の場合があります。

3
一画面で表示したい映像上でダブルクリック。

拡大したいCHを一画面で表示します。 拡大したい部分をドラッグ＆ドロップで
範囲指定します。

選択部分がデジタルズームされます。

選択した映像が一画面で表示されます。 元の画面に戻すには、再度ダブルクリック
します。

画面の数字は解説上のもので、実際の画面には表示されません。



ログイン

ユーザー

パスワード

管理者

ＯＫ キャンセル

****

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

a b c d e f g h i

j k l m n o p q r

s t u v w x y z BACKSPACE CAPS

CLEARSPACE

CANCEL

\ [ ] ;

‘ , . /

`

管理者パスワード ****
- =

OK

ログイン

ユーザー

パスワード

管理者

ＯＫ キャンセル

システムロックの設定や解除、システムの終了時などにパスワードの入力が必要になります。またシステムの操作に権限レベルを設定し
ている場合は、操作メニューによって権限のあるユーザーでログインする必要があります。

ログインウィンドウが表示されたら、パスワード横の　　
をクリック。

画面上に仮想キーボードが表示されます。
正しいパスワードをクリック入力し、右下の【OK】をクリック。

パスワードが入力されたら【OK】をクリック。

ご 注 意

本製品 出荷時の初期パスワードは「 1111 」に設定さ
れています。

システムのロックとロック解除は同じ手順です。

システムのロックを行うと、システムの操作が行えなくなります。ログイン画面のパスワードを入力することでロックは解除されます。

R:ALL 99%

設定
消音
検索
バックアップ
PTZ
画面自動切換えON
手動録画ON
アラーム出力OFF

ｃｈ情報
システム情報

システムロック
システム終了

タスクバー自動隠し

ツールバーから　  をクリック。
（または、右クリックでポップアップメニューを呼び出して【システム
ロック】をクリック）

ログイン - システムロック

ユーザー

パスワード

管理者

ＯＫ キャンセル

****

ログインパスワードが求められます。
上記の【ログインの手順】でパスワードを入力して【OK】を
クリック。

管理者
ユーザーＡ
ユーザーＢ

ユーザー別に操作可能メニューを
区別している場合は、ユーザーの
選択が必要です。

※ パスワードの設定変更は、当社サービスマンにお申し付け下さい。
※ 変更したパスワードは、メモなどに書き残し厳重に管理して下さい。

システムのログイン
ログインの手順

システムをロック/解除する



タイムライン検索

カレンダーについて

設定
消音
検索
バックアップ
PTZ
画面自動切換えON
手動録画ON
アラーム出力OFF

ｃｈ情報
システム情報

システムロック
システム終了

タスクバー自動隠し

ツールバーから　  をクリック。
（または、右クリックでポップ
アップメニューを呼び出して
【検索】をクリック）

検索方法を選択するウィンドウが表示されます。
以降の解説を参考に、検索方法を選択してください。

タイムライン検索

イベント検索

先頭映像検索

最終映像検索

日時指定検索

キャプチャーリスト

ログ

＜ 前へ 次へ ＞ 閉じる

タイムライン検索

検索方法を
選択して…

検索方法により、上図のカレンダーが表示され
ます。調べたい日付を選択し、右下の【次へ】を
クリック。

チャンネル
ＡＬＬ
ＣＨ１ ＣＨ 2 ＣＨ 3 ＣＨ 4 ＣＨ 5 ＣＨ 6 ＣＨ 7 ＣＨ 8

ＣＨ 9 ＣＨ 10 ＣＨ 11 ＣＨ 12 ＣＨ 13 ＣＨ 14 ＣＨ 15 ＣＨ 16

＜ 前へ 再生 閉じる

ＣＨ　1
ＣＨ　2
ＣＨ　3
ＣＨ　4
ＣＨ　5
ＣＨ　6
ＣＨ　7
ＣＨ　8
ＣＨ　9
ＣＨ　10
ＣＨ　11
ＣＨ　12
ＣＨ　13
ＣＨ　14
ＣＨ　15
ＣＨ　16

チャンネル
ＡＬＬ ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ３ ＣＨ４

＜ 前へ 再生 閉じる

日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

1 月，2013

＜ 前へ 閉じる次へ ＞

1

録画データのある日付現在選択している日付

４CH機種は４本のタイムラインで
表示されます。

録画データのある部分

現在選択している時間

録画データの有効な範囲内で、　  赤
いつまみをスライドさせることがで
きます。　が指定している時間を頭
に再生が始まります。

再生したいCHを選択します。
【ALL】にチェックを入れるとすべて
のCHを分割表示で再生します。

時刻とCHが決まったら【再生】ボ
タンをクリック。＜ 前へ 再生 閉じる

チャンネル
ＡＬＬ
ＣＨ１ ＣＨ 2 ＣＨ 3 ＣＨ 4 ＣＨ 5 ＣＨ 6

ＣＨ 9 ＣＨ 10 ＣＨ 11 ＣＨ 12 ＣＨ 13 ＣＨ 14

　　ボタンをクリックするたびに、
時間を表示しているメモリの単位が
【24時間】⇔【60分】と切替わります。

タイムライン検索を選択後、カレンダーから任意の日付を指定する
と以下のタイムライン検索画面が表示されます。
再生したい時刻とCHを指定して【再生】をクリック。

次へを
クリック

再生
検索映像の再生を開始します。

【 検索映像の再生 】

前月へ 次月へ
検索メニューを開く

※カレンダーの形式や配色は機種により若干異なります。

映像の検索
検索の方法を選択する



ＣＨ 8

ＣＨ 16

イベント検索

先頭映像検索 最終映像検索 日時指定検索

チャンネル

イベント検索

ＣＨ１ ＣＨ２ ＣＨ３ ＣＨ４ ＣＨ５ ＣＨ６ ＣＨ７ ＣＨ８ ＣＨ９

モーション録画 センサー マニュアル 常時録画

ＣＨ１
ＣＨ２
ＣＨ３

常時録画

常時録画

常時録画

ＣＨ４ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ５ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ６ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ７ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ８ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ９ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ１０ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ１１ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ１２ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ１３ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ１４ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ１５ 常時録画 2013/01/01  12:34:56
ＣＨ１６ 常時録画 2013/01/01  12:34:56

2013/01/01  12:34:56
2013/01/01  12:34:56
2013/01/01  12:34:56

60 個のログが見つかりました。

1 / 1

＞ ＞

保存

＜ 前へ 再生 閉じる

チャンネル ログ 日付

イベント検索を選択後、カレンダーから再生したいデータの日付を指定すると以下のイベント検索画面が表示されます。

右端の　　をクリックすると、検索条件を選択する下記のウィンドウが表示され
ます。検索するCH番号、イベントタイプにチェックを入れ【OK】をクリック。

チャンネル
ＡＬＬ
ＣＨ１ ＣＨ 2 ＣＨ 3 ＣＨ 4 ＣＨ 5 ＣＨ 6 ＣＨ 7 ＣＨ 8

ＣＨ 9 ＣＨ 10 ＣＨ 11 ＣＨ 12 ＣＨ 13 ＣＨ 14 ＣＨ 15 ＣＨ 16

イベント検索
ALL モーション録画 センサー録画 手動録画 常時録画

ＯＫ キャンセル

全ての録画データ対象
モーション録画設定で録画されたデータ対象
センサー連動による録画データ対象（事前にセンサーの接続が必要）
　手動録画機能で録画したデータ対象
通常の録画（モーション、センサー、手動録画以外の）データ対象

ALL
モーション録画
センサー録画
手動録画
常時録画

イベント検索

前ページへ 次ページへ

各タブをクリックすることで、それぞれの
種類別に並び順を整列できます。

現在選択しているデータ

保存
検索結果のログを、txt 形式でUSBメモリーに保存します。
レコーダー本体のUSB端子にUSBメモリーを接続し、「保存」（機種に
よっては「バックアップ」）ボタンをクリックします。
USBメモリー内に、データ日付名のフォルダが作成され、展開すると
「EventLog.txt」というタイトルのテキストデータが保存されています。

タイムライン検索

イベント検索

先頭映像検索

最終映像検索

日時指定検索

キャプチャーリスト

ログ

＜ 前へ 再生 閉じる

タイムライン検索 タイムライン検索

イベント検索

先頭映像検索

最終映像検索

日時指定検索

キャプチャーリスト

ログ

＜ 前へ 再生 閉じる

タイムライン検索 タイムライン検索

イベント検索

先頭映像検索

最終映像検索

日時指定検索

キャプチャーリスト

ログ

＜ 前へ 再生 閉じる

タイムライン検索

2013 01 01 12 34 56

HDDに保存されている、
一番古い録画データを再生します。

HDDに保存されている、
最新録画データを再生します。 指定した日時の録画データを再生します。

2013 01 01 12 34 56

先頭映像検索を選択し、右下の【再生】を
クリック。

最終映像検索を選択し、右下の【再生】を
クリック。

日時指定検索を選択し、再生したい録画デー
タを「年/月/日/時/分/秒」で設定します。

設定後、右下の【再生】をクリック。

EventLog.txt20130101
例：2013年１月１日

再生
検索映像の再生を開始します。

【 検索映像の再生 】

再生
検索映像の再生を開始します。

【 検索映像の再生 】

映像の検索



キャプチャーリスト

ログ

キャプチャーリストを選択し、カレンダーから検索したい日付を設定
後、上図のキャプチャーログ画面が表示されます。
確認したいログを選択し、右下の【画面表示】をクリック。

ログを選択し、カレンダーから検索したい日付を設定後、上図のログ
画面が表示されます。
保存したいログを選択し、右下の【バックアップ】をクリック。

USBメモリー内に、データ日付名のフォルダが作成されます。
展開すると「SystemLog.txt」というタイトルのテキストデー
タが保存されています。

表示されたサムネイルと詳細データを確認し、間違いがなけれ
ば右下の【バックアップ】をクリック。
選択したキャプチャーデータがUSBメモリーに保存されます。
キャプチャーデータが動画の場合は動画で、静止画の場合は静止画で再バック
アップされます。

＜ ＜1 / 3

バックアップ
ＣＨ４ 再生画面キャプチャー
2013/01/01/12:34:56

メディア

バックアップ 閉じる

ＵＳＢ

ＣＨ４再生画面キャプチャー

ライブ画面キャプチャー（分割）

ＣＨ１NSF動画キャプチャー（１分）2013/01/01  12:34:56
2013/01/01  12:34:56
2013/01/01  12:34:56

ログ 日付

3個のログが見つかりました。

1 / 1

＞ ＞

＜ 前へ 画面表示 終了

現在選択しているデータ
前ページへ 次ページへ

前のログへ 次のログへ

選択しているキャプチャー
データのサムネイル画像

詳細データ

キャプチャーリストから直接動画を再生することはできません。
外付け HDD に直接記録される大容量バックアップの記録は残りません。

Manual Record Start
Manual Record Stop 2013/01/01  12:34:56

2013/01/01  12:34:56
ログ 日付

2 個のログが見つかりました。

1 / 1

＞ ＞

＜ 前へ 次へ ＞ 終了

バックアップ

現在選択しているデータ 前ページへ 次ページへ

SystemLog.txt

Manual Record Start
Manual Record Stop 2013/01/01  12:34:56

2013/01/01  12:34:56

20130101
例：2013年１月１日

バックアップ
保存したデータの再生方法は、

【 バックアップの再生 】

システムの動作や操作記録を閲覧・保存することができます。　

過去にバックアップした静止画や動画のキャプチャーログを閲覧・再バックアップすることができます。

ご 注 意

映像の検索



2013/01/01 04:00:00
再生

録画日時
終 了

再生コントロールパネル
マウスカーソルを画面下へ移動させると表示されます。

各検索モードで再生データを選択し、再生を開始すると下図のような再生画面が表示されます。

04:00:00

24時間を表すライン上で、録画データの有効な範囲が色分けされています。　 赤いつまみは
現在の再生時点を示しており、　 をスライドさせることで再生時点が変更できます。

画面の表示方法を選択します。

再生

再生状態

クリックごとに【再生】⇔【一時停止】となり
ます。

現在の操作状態を表示します。
例：再生 /一時停止 /早送り×４ など

１画面で表示します。 9画面 ( 機種により８画面 )で
表示します。

4画面で表示します。 16画面で表示します。

現在再生中の時点より【１分前】/【１分後】
の映像にジャンプします。

【早戻し】/【早送り】します。クリックする
たびに再生速度が「２倍速→４倍速→８倍速
→16倍速→32倍速→1倍速…」と切り替わ
ります。

正方向の再生状態でクリックすると、スロー
で再生します。クリックするたびに再生速度
が「1/4 倍速→1/2 倍速→１倍速→1/4 倍速
…」と切り替わります。

再生中の映像を静止画または動画でバック
アップします。

録画映像の再生を終了し、通常のライブ画面に戻ります。バックアップ方法については、

【 バックアップ 】

録画データのある部分

現在 選択している再生時点

再生/一時停止

一分前/一分後

早戻し/早送り

１画面

バックアップ
終了

スロー再生

1
2013/01/01 04:00:00

再生

4 5
21

7 8

3
6
92013/01/01 04:00:00

再生

2
3 4
1

2013/01/01 04:00:00
再生

2 3
5 6 7
9 10 11
13 14 15

4
8
12
16

1

2013/01/01 04:00:00
再生

４画面

９画面

16画面

再生

画面の数字は解説上のもので、実際の画面には表示されません。

検索映像の再生
検索の方法を選択する



保存先を選択して【開始】をクリック。作業が開始されます。

ツールバーから　  をクリック。
（または、右クリックでポップアップメニューを呼び出して
【スクリーンショット】をクリック）

R:ALL 99%

設定
消音
検索
スクリーンショット
PTZ
画面自動切換えON
手動録画ON
アラーム出力OFF

ｃｈ情報
システム情報

システムロック
システム終了

タスクバー自動隠し

開始 閉じる＜ 前へ

100％

現在 表示している映像を静止画でバックアップします。

バックアップが完了したら【閉じる】をクリックして完了です。

静止画は、現在 表示している画面のまま保存されます。
１画面で表示している場合は１画面、分割画面で表示している場合は
分割表示のまま１枚の画像になります。

選択した保存先に、データ日付名のフォルダが作成されていま
す。展開すると、時刻の名前（静止画データの時刻）がつけら
れた画像ファイルが保存されています。

機種やシステム構成により、CD-R や DVD-R 等の光学ディスクも使用できます。

20130101
Live_123456.bmp
Play_084500.bmp

例/2013年１月１日
例 /12：34：56のライブ映像

例 /08：45：00の再生映像

メディアを選択してください
USBメモリー

開始 閉じる＜ 前へ

2013/01/01 04:00:00
再生

保存する形式を選択してください
静止画
NSF

次へ＞ 閉じる＜ 前へ

AVI
EXE

ツールバーから　　をクリック。
保存形式を「静止画」にチェックして【次へ】をクリック。

画面の数字は解説上のもので、実際の画面には表示されません。

ライブ映像の場合 再生映像の場合

バックアップ
静止画でバックアップする



現在 再生している映像を動画でバックアップします。

2013/01/01 04:00:00
再生

保存する形式を選択してください
静止画
NSF

次へ＞ 閉じる＜ 前へ

AVI
EXE

ツールバーから　　をクリック。 保存する形式にチェックして【次へ】をクリック。

NSF / 外付けの HDD を使用することで、24 時間までバックアップが可能です。
AV I / 再生する P C 環境によって、動画が再生できないことがあります。
EXE / バックアップファイルをクリックすると、自動的にデータが再生されます。

チャンネル
ＡＬＬ
ＣＨ１ ＣＨ 2 ＣＨ 3 ＣＨ 4 ＣＨ 5 ＣＨ 6 ＣＨ 7 ＣＨ 8

ＣＨ 9 ＣＨ 10 ＣＨ 11 ＣＨ 12 ＣＨ 13 ＣＨ 14 ＣＨ 15 ＣＨ 16

＜ 前へ 閉じる開始

１分長さ
2013/01/01 12:34:56　-　2013/01/01 12:34:57

メディアを選択してください
USBメモリー

次へ＞ 閉じる＜前へ

保存先を選択して【次へ】をクリック。

指定している時間範囲

保存したいCHにチェックを入れ、録画時間（長さ）を指定します。
時間範囲を確認して、間違いなければ【開始】をクリック。

開始 閉じる＜ 前へ

100％

バックアップが完了したら【閉じる】をクリックして完了です。 選択した保存先に、データ日付名のフォルダが作成されています。
展開するとバックアップした映像データが保存されています。

例/2013年１月１日 例 /2013年１月１日 12：34：56 

バックアップ
保存したデータの再生方法は、

【 動画を再生する 】

推奨

保存形式について

20130101 20130101_123456.exe

※本書では EXE 形式での保存を推奨しています。

バックアップ
再生映像（動画）をバックアップする



2013-01-01/12:34:56

CH01;

HD Player

１ ４ 10

USB(L;)の検索

USB(L;)

20130101 2013/01/01 12:34:56

２個の項目

コンピューター USB(L;)

EXE 形式で映像データをバックアップすると、日付の名前の
フォルダが作成されます。

その中のexe 形式のファイルをクリックすると、バックアッ
プした動画が再生されます。

20130101 20130101_123456.exe

音量調整

再生状態映像情報

終了

再生映像を分割画面で表示します。

１画面 ４画面 ９画面 10画面 16画面

映像をフルスクリーンで表示します。
元の画面に戻るには、キーボードの
「Eｓｃ」を押してください。

「HD Player」のウィンドウを最小サイズにします。

「HD Player」のウィンドウを最大サイズにします。

「HD Player」を終了します。

タイムバー
タイムバー上にあるつまみが現在の再生位置を表していま
す。つまみをスライドさせることで、再生時点を変更する
ことができます。

映像を再生 /停止します。

現在再生中の時点より１分前 /後の映像にジャンプして再生します。

映像の早戻し /早送り再生を切替えます。ボタンをクリックする
ごとに、２倍速 /４倍速を繰り返します。
映像を一時停止　　にしている場合　　　 となり、このボタンを
クリックすると、１秒前 /後へ移動します。

設定画面を表示します。
設定画面では、キャプチャー画像の保存フォルダーの指定や、
バージョン情報の確認などができます。

再生中の画像をプリントします。
お使いのPCにプリンターが接続されている場合のみ。

CH-1CH-1

バックアップの再生
動画を再生する

HD Player （再生ソフト）



R:ALL 99%

設定
消音
検索
バックアップ
PTZ
画面自動切換えON
手動録画ON
アラーム出力OFF

ｃｈ情報
システム情報

システムロック
システム終了

タスクバー自動隠し

ツールバーから　  をクリック。
（または、右クリックでポップアップメニューを呼び出して【設定】を
クリック）

実際の時間よりも進んでいるレコーダー時間を修正した場合、新しく設定した時間以降にあった録画済
データはすべて失われます。

本項目で解説している「時計合わせ」は、システムの設定項目を操作します。設定項目の中には、変更
してしまうとレコーダーのデータ消失や録画解除など、意図せぬ結果を招く恐れがあります。
設定項目内では「時計合わせ」以外の操作は行わないで下さい。

例 / レコーダー時刻 17：00 を 16：00 に戻した際、戻す前の 16：00 ～ 17：00 に相当する時間帯の録画データが消失。

ご 注 意

設定ウィンドウが表示されます。
上の【システム】タブをクリック。

ＯＫ キャンセル

画面自動切換え

画面自動切換え周期

チャンネル

ネーム

映像非表示

輝度

コントラスト

色合い

彩度

モニター出力設定 (HDMI/VGA)

モニター出力設定 (CVBS UNDER SCAN)

OSD表示

OSD表示コントラスト

画面表示

90

50

50

50

40

ON

3 秒

CH1

CH1

OFF

1920×1080p

OFF

システム

ＯＫ キャンセル

システム

ON

YYYY/MM/DD

JAPANESE

ON

DVR01

OFF

DVR ID

システム情報

言語

日付の形式

日時設定

クライアントアクセス

NTP

メール送信

システム内の【日時設定】の項目で　　　　　　
をクリック。

上図が表示されたら【日時設定】にチェックを
入れ、正しい現在日時を入力します。
入力後【OK】をクリック。

ＯＫ キャンセル

2013 01 01 12 34 56

サマータイム

日時設定

OFF

2013
2012

2013

2014

お知らせ

時刻設定を変更しますか？

「はい」を選択すると、システムが再起動します。

いいえはい

設定の保存

いいえはい

日時設定が終わったら、

※この時点で上図にて
　設定した日時が反映されます。

日時設定が終わったら【OK】をクリック。

確認ウィンドウが表示されます。
【はい】をクリック。

設定の保存で【はい】をクリックすると、
自動的にシステムの再起動が始まります。

時計合わせ
誤差が生じた時刻表示を正常に戻す



映像表示や録画動作が不安定になるなどのシステムトラブルが
発生した際、再起動を行うことで復旧する場合があります。

R:ALL 99%

設定
消音
検索
バックアップ
PTZ
画面自動切換えON
手動録画ON
アラーム出力OFF

ｃｈ情報
システム情報

システムロック
システム終了

タスクバー自動隠し

ツールバーから　  をクリック。
（または、右クリックでポップアップメニューを呼び出して【設定】を
クリック）

本項目で解説している内容は、システムの設定項目を操作します。設定項目の中には、変更してしまう
とレコーダーのデータ消失や録画解除など、意図せぬ結果を招く恐れがあります。
設定項目内では解説内容以外の操作は行わないで下さい。ご 注 意

設定ウィンドウが表示されます。
表示されている項目には触らず、上の【システム】タブを
クリック。

ＯＫ キャンセル

画面自動切換え

画面自動切換え周期

チャンネル

ネーム

映像非表示

輝度

コントラスト

色合い

彩度

モニター出力設定 (HDMI/VGA)

モニター出力設定 (CVBS UNDER SCAN)

OSD表示

OSD表示コントラスト

画面表示

90

50

50

50

40

ON

3 秒

CH1

CH1

OFF

1920×1080p

OFF

システム

ＯＫ キャンセル

システム

ON

YYYY/MM/DD

JAPANESE

ON

DVR01

OFF

DVR ID

システム情報

言語

日付の形式

日時設定

クライアントアクセス

NTP

メール送信

システム再起動

システムイベント通知

警告！

システムを再起動しますか？

いいえはい

【システム再起動】の　　をクリック。 警告が表示されたら【はい】をクリック。
パスワードを入力して【ＯＫ】を
クリック。

システムの再起動が始まります。
しばらくお待ち下さい。

自動的にシステムが初期化され、通常のライブ画面が
表示されます。
システムの初期化には１分～数分の時間がかかります。

100％

システムを初期化します。
システムチェックには数分かかることがあります。

ネットワーク初期化　完了

ログイン

ユーザー

パスワード

ADMIN

ＯＫ キャンセル

システムにログインします

【 システムのログイン 】

システムの再起動
システムを再起動する



R:ALL 99%

設定
消音
検索
バックアップ
PTZ
画面自動切換えON
手動録画ON
アラーム出力OFF

ｃｈ情報
システム情報

システムロック
システム終了

タスクバー自動隠し

ツールバーから　  　をクリック。
（または、右クリックでポップアップメニューを
 呼び出して【システム終了】をクリック）

システムを終了するための確認画面が
表示されたら【はい】をクリック。

パスワードを入力して【ＯＫ】を
クリック。
自動的にシステムが終了されます。

システムが終了されました。
電源を落としてください。

上図のウィンドウが表示されたら、レコーダー本体の電源コードを抜きます。

警告：

システムを終了しますか？

いいえはい

ログイン

ユーザー

パスワード

ADMIN

ＯＫ キャンセル

システムにログインします

【 システムのログイン 】

◆ memo ◆

システムの終了
システムを終了する



● 本書は異なるチャンネル（16ＣＨと４ＣＨ）のレコーダーの共通マニュアルです。
● 機種やCH数により表示内容が違ったり、対応しない機能などが一部含まれるほか、御導入のシステム構成によって、サポートされない
　 機能などもございます。
● 改良のため、予告なく仕様･外観などを変更する場合がございます。
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